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       基本理念 

 

・思いやりと対話の医療を推進します。 

 

・安全で納得できる医療を目指します。 

 

・病める人々の権利とプライバシーを尊重 

 します。 

 

病院広報誌 秋号 Ｎｏ.５１ 

 ＜職員募集＞  看護師・准看護師・ヘルパー 担当 益田・青山 まで お気軽にご相談ください 

医療法人 青山病院  
内科、胃腸科、循環器科、腎臓・透析内科、整形外科 

外科、小児科、アレルギー科、リハビリテーション科 

放射線科、血液透析センター      

瀬戸市南山町1-53 

TEL（0561）82－1118  

http://www.seto-aoyama.jp 

小児科予約 http://b.inet489.jp/aoym1118/     小児科予約用 

スギ免疫舌下療法について     副院長 内科 青山 龍平 

 皆さん、春先にくしゃみや鼻水などの花粉

症状で悩んでいませんか。それは、スギによ

る花粉症かもしれません。今回は2014年に

保険適用となりましたスギ免疫舌下療法につ

いて少し御紹介させていただきます。 

 スギ免疫舌下療法は１日１回、スギ花粉エ

キスを舌の下に入れ、1～2分保持してから

飲み込むという非常に簡単なもので少量から

開始し、少しずつ量を増やしていき、体をス

ギ花粉に徐々に慣らしていく治療法です。従

来の皮下免疫療法に比べると、注射による痛

みがなく自宅で行なうことができます。 

 副作用の懸念からスギ花粉飛散時期（１月

～５月）は新たに舌下療法を開始することは

できません。効果はおよそ３ヶ月で現われ、

約８０～９０％の患者さんでアレルギー症状

の改善や内服しているアレルギー薬を減らす

ことができたなどの効果が認められていま

す。まず、２年間治療を行ない、効果があれ

ばさらに３～５年行ないますので、ある程度

根気がいる治療法となります。ここで終了し

ても効果は持続しますが、何年か経過すると

またスギ花粉症が悪くなる人もいるので、そ

の場合には舌下療法を再度１～２年行なうと

効果が元に戻ると言われています。副作用と

しては、舌や口の中の腫れや喉や耳のかゆみ

が、治療開始１～２ヶ月後に見られることが

ありますが、軽い症状のことが多く自然に良

くなります。アナフィラキシーという重篤な

副作用も極まれにありますが、基本的には安

全な治療です。 

 適応は１２歳以上（2018年6月に錠剤が

発売され、こちらは１２歳以下でも適応）で

すが、特にアレルギー薬が多く眠気などの副

作用で学校生活や仕事に支障が出る方や、高

校・大学の受験期がスギ花粉症と重なるので

少しでも症状を改善させておきたい方にお勧

めの治療と言えます。ただし、妊娠している

方（数年以内に妊娠希望のある方）重い喘息

や心臓病の方、癌の治療をしている方、免疫

丌全の方はこの治療を受けることはできませ

ん。 

 今回はスギのお話でしたが、ダニのアレル

ギーの免疫舌下療法もあります。 

 治療を希望される方、もう少し詳しい話を

聞いてみたい方は内科・小児科までお気軽に

ご連絡ください。 
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   笑顔 秋号 Ｎｏ．５１ 笑顔 秋号 Ｎｏ．５１ 

～病院で見たあの道具～ 

これなあに？ 

病院で使われる道具を 

クイズ形式で紹介します 

ヒント 

答え 

               

 

 

 

これは何をするものでしょう？ 

 

 

フットケアで使います。先端には刃がついてます。 

 

 

 足に出来たタコ（胼胝）、ウオノメ（鶏目）を削るた

めのコーンカッターです。足に合わない靴をはいていた

り足の変形があると、一点に圧が加わり摩擦などを受け

てタコやウオノメができてしまいます。放っておくと、

その下に潰瘍（できもの）ができてしまうので削りま

す。特に糖尿病がある人は足の発汗が低下するため乾燥

しやすく、タコ・ウオノメが固くなりやすいのでよく観察しながら施術します。 

建設現場風景 

  

 9月の下旬、東棟1階解体・改修工事の写真です。第1駐車場、リハビリ

テーション室を全面改修し、そこへ外来診療部門と検査科、放射線科を移動す

るための工事をしているところです。 

 

9月下旬まだ骨組みの状態です。 

 

10月下旬壁や天井が張られています。  

妊娠を希望する女性の風疹（三日ばしか）予防  

 風しんはウイルスによって起こる病気で、咳やくしゃみの飛沫でうつります。風邪のよう

な症状から始まり発しんやリンパ節がはれたりしますが3日ほどで治ります。しかし大人が

かかると子供よりも症状が重くなる場合があること、また妊娠中（特に妊娠初期）に風しん

にかかると赤ちゃんが「先天性風しん症候群」という病気にかかってしまうことがあるた

め、注意が必要です。ワクチンで予防できるので、妊娠を希望する女性はパートナーと一緒

に風しん抗体価の確認、ワクチンの接種をうけましょう。愛知県では風しん抗体価の検査、

瀬戸市・尾張旭市では妊娠を希望する女性へのワクチン接種の助成を行っています。 

助成を受けるためには条件がありますので、詳しくは愛知県、または瀬戸市、尾張旭市の

ホームページをご覧下さい。 


